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「安全・環境に資する走行支援サービス実現のための道
路情報整備と流通へ向けた提言」（平成20年4月）

• 走行支援サービスの地図データへの新たな要件

走行する可能性のある道路の道路
情報が網羅されており、その情報
が正確であり、かつ、鮮度が確保さ
れていること

通常に走行する際の道
路情報の提供

→日常的利用

走行支援サービス

経路探索による走行経
路を走行する際の道路
情報の提供

→非日常的利用

利用シーン

走行経路の道路情報が正しいこと経路案内サービス

地図データへの要求性能

新たな道路情報整備と流通の仕組みが必要
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アクションプランと活動スケジュール

災害情報

道路情報

共通基盤

ITS Japanの活動

サービスアク
ショ
ンプ
ラグ
ラム

想定する走行支援
サービス

長期中期短期～平成19年度

（2007年）

提言書

先行的な実験 道路情報を活用したサービス

高精度地図を活用したサービス

災害情報の共有、カーナビユーザの情報の共有

▼
報告書

▼
報告書

▼
報告書

道路情報を活用したサービス検討
道路情報を活用したサービス

高精度地図を活用したサービス検討 高精度地図を活用したサービス

道路の共通位置参照方式の
整備/運用の検討 テスト運用 実運用

高精度地図の要件検討
道路基盤地図情報の蓄積・利用検討

道路基盤地図情報の整備・提供

標識情報の提供検討

規制情報の提供検討

地方道情報の提供検討

テスト運用

テスト運用

テスト運用

標識情報提供

規制情報提供

全国展開

災害情報の提供検討 災害情報提供サービス
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アクションプログラム

• 道路情報を活用する走行支援サービス

路車協調システム・車
車協調システムを利用
した警告や車両制御の
サービス

衝突被害軽減ブレーキ

ACC
レーンキープアシスト

ふらつき警告

ESC

速度超過警告

一旦停止警告

サービス例

基本的には道路関連情報は利用し
ない

但し、交差点の高精度地図を利用
することで、さらに高度なサービス
の提供が可能となる

交差点等の交通が交差す
る場所において、車と車、
車と道路が通信により情報
交換を行い、対向車、歩行
者の存在をドライバに知ら
せ、交差点通過時の安全
性を確保する

協調システム

車載センサが感知できないエリア
を地図データで補う手法（ADAS 
Horizon）も開発されている

車載センサ（カメラ、レー
ダー）を利用して周辺状況
を把握することで、走行安
全性を確保する

安全運転支援

AVS（Advanced 
safety Vehicle）

標識（案内や規制）等の道路上の
施設の情報（変化しない静的な情
報と、時間と共に変化する動的な
情報がある）

走行する上で注意すべき
情報をドライバーに提供し、
注意喚起を行う

注意喚起

活用する道路情報利用シーン分類
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アクションプログラム

• 共通基盤
– 道路の共通位置参照方式
– 道路基盤地図情報

• 道路情報
– 道路更新情報
– 地方道の情報
– 交通規制情報

• 災害情報
• 移動支援サービス



5/34

ネットワーク型社会の交通システム

道路情報基盤

道路情報基盤（道路の共通位置参照方式、高精度道路地図など）

災
害/

観
光
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

シ
ス
テ
ム

プ
ロ
ー
ブ
情
報
の
共
有
化/

相

互
利
用/

運
用
モ
デ
ル

ITS

ス
ポ
ッ
ト

シ
ー
ム
レ
ス
な
移
動

（P&
R

、
乗
換
案
内
）

荷
の
動
き
の
最
適
管
理

（
荷
・
車
両
の
追
跡
）

次
世
代
協
調
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム

道路情報 交通情報 路面情報 気象情報 災害情報
対向車・歩
行者情報
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道路情報基盤による走行支援サービスの具体化

• 道路情報基盤

– 走行支援サービスが利用する様々な道路情報の標準化
• 位置情報 → 道路の共通位置参照方式

• 高精度地図 → 道路基盤地図情報

• 道路情報の流通 → 地理空間情報流通プラットフォーム

• 災害情報の流通
• 移動支援サービスの連携 → 交通結節点情報

– することで、その利用を容易にする
• 走行支援サービスの例

– 注意喚起
– 動的情報の共有
– 協調システム
– 災害情報の共有
– 移動支援サービスの連携
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注意喚起

• 注意喚起
– 道路管理者、交通管理者が設置する標識情報をドライ
バーに提供し、注意を喚起する

• サービスの例

優先道路進入時の一時停止警告都市高速における分合流案内

ポーン、
この先一時停止
があります
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道路の告示 （愛知県公報）
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道路の告知 （官報）
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規制の告知 （福井県報）
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道路施設台帳 （中部地方整備局）

• 文字数値データ

– 施設の名称、所在地や諸元情報を作成する

• 工事名，業者名，責任者名，ＴＥＬ

• 名称

• 所在地

• 路線名

一般国道の路線名と現道・新道・旧道の
区分

• 距離標

延長方向に長さを持たない施設の場合

（道路標識、道路照明等）

延長方向に長さを持つ施設の場合

• 整理番号

• 調整年月日

• 改訂年月日

• 備考

• イメージデータ

– 施設の現況写真及び各種図面を電子データとし
て作成する
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道路施設台帳サンプル （C060：道路交差点）
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道路施設台帳サンプル （E050：道路標識）
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道路施設台帳サンプル （E260：距離標 ）
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道路標識

国土交通省 道路局 Homepageより
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道路
情報
基盤

注意喚起

• 施設管理情報の公開と利用
– 道路管理者が標識を設置すると同時に標識情報を利用
できる仕組み

この仕組みにより、道路管理者は、交通施策を
さらに効率的なものとすることができる

施設管理台帳

• 分合流支援サービス

• 一次停止支援サービス

情報センター

更新情報
配信

更新情報

更新情報

施設管理台帳

ユーザー

安全な通行
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動的情報の共有

• プローブ技術
– 動的情報は、官だけでなく、民間も収集可能となったが、
収集される情報の精度、鮮度、網羅性は同じではない

×◎◎専用車両にて情報収集を必要とする道路
の情報を、専用の通信機によりリアルタイ
ムに収集

情報収集車両

○×△車載機に蓄積される移動履歴情報を、ITS
スポット通過時、ユーザーが通信利用時に、
所定区間の情報を収集

個人車両

○

◎

精度

×◎路上に設置される車両感知器でリアルタイ

ムの交通情報、道路情報を収集

道路管理者

警察

×○定時運行される公共車両（バス等）の位置
の管理情報からリアルタイムの交通情報を

収集

公共車両

網羅性鮮度収集される道路情報収集手段
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道路情報基盤

動的情報の共有

• 道路情報の相互利用
– 動的情報の共有、相互利用を可能とすることで、様々な
サービスの提供が可能となる

車両感知機

公共車両

公共交通
事業者

道路管理者
交通管理者

民間

情報収集車両

個人車両

リアルタイムの
交通情報
道路情報

公共車両の
移動履歴

個人車両の
移動履歴

ITSスポット

交通情報
道路情報

移動情報 収集情報

プローブ
情報

プローブ
情報
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動的情報の共有

• サービスの例

道路管理者、交通管理者が収集、提供する道
路情報、規制情報を利用した到着予測時刻の
推定（現行のサービス）

公共車両のプローブ情報により、突発的な渋滞
情報を収集し、到着予測時刻に反映

イベント情報を利用した、周辺道路の渋滞予測

民間渋滞予測

民間が収集する統計的交通情報（曜日、時間、

季節）から、公共交通の運行ダイヤの精度向上

道路事情（道路の新規供用、道路工事等）の変
化は、民間が収集する統計的交通情報も変化と
して現れ、その情報を利用することで、道路事情
の変化に迅速に対応することも可能

公共交通管理者公共交通のダイ
ヤ管理

民間が収集する統計的交通情報から、道路の需
要の変化を推定し、道路施策に利用

その効果を迅速に判定することも可能

道路管理者道路需要予測

サービス概要サービス提供者サービス
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協調システム

• 協調システム
– 通信システムで送られてくる周辺車両や歩行者の位置関
係を正確に把握するため、詳細で鮮度の高い道路地図
が必要

• 道路情報基盤の利用
– 国総研が整備する道
路基盤地図情報は、
道路工事完成図を利
用するため、その、
精度、鮮度は高いも
のであり、協調シス
テムが利用する地図
に適している

道路情報基盤
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EU ITS Action Plan

• COM(2008) 886
– Action Plan for the 

Deployment of Intelligent 
Transport Systems in 
Europe

• COM(2008) 887 
– laying down the 

framework for the 
deployment of Intelligent 
Transport Systems in the 
field of road transport 
and for interfaces with 
other transport modes

http://eur-
lex.europa.eu/LexUriServ/LexUriServ.do?uri=C
OM:2008:0886:FIN:EN:PDF
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EU ITS Action Plan

• M/453
– STANDARDISATION 

MANDATE ADDRESSED 
TO CEN, CENELEC AND 
ETSI IN THE FIELD OF 
INFORMATION AND 
COMMUNICATION 
TECHNOLOGIES TO 
SUPPORT THE 
INTEROPERABILITY OF 
CO-OPERATIVE 
SYSTEMS FOR 
INTELLIGENT 
TRANSPORT IN THE 
EUROPEAN COMMUNITY

http://ec.europa.eu/enterprise/sectors/ict/files/standardis
ation_mandate_en.pdf
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3rd ETSI TC ITS WORKSHOP 
Venice, 9-11 February 2011 
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3rd ETSI TC ITS WORKSHOP 
Venice, 9-11 February 2011 
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IntelliDrive
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IntelliDrive

http://www.fhwa.dot.gov/publications/resear
ch/safety/10073/10073.pdf
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災害情報の共有

• 災害発生時
– 正確な情報収集と迅速な判断が災害に対する対応能力を高める
– 災害情報は時間と共に変化する
– 様々な機関、組織が収集する断片的な災害情報を共有化し、相互利
用できる仕組みが必要

– 迅速な対応をするためには、災害の発生した場所の正確な特定が必
要

道路情報基盤
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移動支援サービスの連携

• 移動支援

– 移動を支援する様々なシステムが開発され、利用される
• 車の移動 → カーナビゲーション

• 公共交通による移動 → 乗り換え案内

バスロケーション

• 歩行者の移動 → 歩行者ナビゲーション

– 今後の移動環境の変化は、新たな移動支援システムが開発、利用
が進む

• EV → カーシェアリング

• 地方の過疎化、高齢化 → オンデマンドバス

オンデマンドタクシー

一つの移動支援システムで対応することは難しく、
様々な移動支援システムが連携する仕組みが必要
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移動支援サービスの連携

• 交通結節点情報の相互利用
– 各移動支援サービスの連携
– 新たなサービスとの連携

道路情報基盤
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今後

• 新たな委員会の設置
• 委員会のミッション

– 各ITSサービスが利用する道路関連情報を道路情報基
盤による流通を具体化し、ITSサービスの実現を支援する

– 道路情報基盤に集められた様々な道路関連情報（静的
情報、動的情報、災害情報、交通結節点情報）の共有化、
相互利用を促進する

• 委員会の活動目標
– ITSサービス実現における、動的・静的な道路関連情報
活用の検討

– 道路情報基盤の活用促進と、それを利用した道路関連情
報共有化の実現促進
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質疑応答


